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木浦新港ターミナル

韓国南西部の物流拠点

木浦新港

韓国南西部の物流拠点

恵まれた地理的条件

充実した陸上・海上輸送インフラ

大邱埠頭

大邱国有産業団地

旅客埠頭

龍塘埠頭

現代三湖

HL MNPT 木浦新港

大韓造船
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ポストコロナ時代のビジョン
ポストコロナ時代の造船注文は、新規注文
や自動車需要の回復を含め、プリコロナ時
代のレベルまで回復。→造船経済の活性化
+ 自動車輸出増加の見込み
港湾運営システムを確立して 
地域主要産業の輸出競争力向上
新たな貨物の誘致による将来の食料確保

ポストコロナ時代のビジョン

造船用鋼

サービス能力の向上
・積み込み、仕分け、取り出しなどのワン

パッケージサービス
・継続的なプロセス改善による能力向上
・貨物設備の近代化や磁気設備への投資な

ど、技術集約型のサービス能力の向上

固定量確保
・造船用鋼加工システムの安定稼働
・現代三湖、韓国造船などの近郊

数量拡大
・現代製鉄と東国製鋼が新たに誘致
・造船・産業機器メーカーから輸入鉄鋼製

品の追加販売

ポストコロナ時代のビジョン

自動車輸出

サービス能力の向上
・年間30万台以上の輸出が可能な大型

バックヤードの確保
・プロフェッショナルの育成によるサービス

品質・生産性の向上

固定量確保
・安定した荷降ろしサービス保守
・起亜自動車光州工場の生産輸出拠点

数量拡大
・GGMの追加輸出
・光州未来自動車国家産業団地の指定によ

る未来自動車の成長支援（2023年7月20
日）

ポストコロナ時代のビジョン

洋上風力発電所

用意周到な準備 
・大規模洋上風力発電を活用した港湾の物

流管理・統合管理システムの構築
・洋上風力発電を活用した港湾の設計
・洋上風力発電を活用した港湾設備+機器

の確保

単一規模として全南最大の洋上風力発電所
（8.2GW）

・全南8.2GW洋上風力発電事業
・2030年までに、洋上風力発電所の建設、

風車生産・組立複合施設の建設、洋上風
力支援ドック・後背地複合施設の建設、送
電線の建設

・投資額48.5兆ウォン、450社の誘致・育
成、12万人の雇用創出

将来の成長の原動力を確保
・大型洋上風力発電事業誘致により、新た

に固定量を確保
・洋上風力発電ONMが洋上風力サプライ

チェーンに参画して新規事業に参入
・洋上風力発電を活用した港湾建設による

大規模洋上風力発電事業の支援

ポストコロナ時代のビジョン

造船用鋼物流拠点

自動車輸出拠点

洋上風力発電を活用した港湾

地域経済の発展に貢献する西南物流セン
ター「木浦新港」

ありがとうございました


